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は容易ではありませんでした。金
融・資本市場を取り巻く環境は、
このように現在進行中の複雑な
問題を抱えているため不確定な
要素が多く、冷静な分析にはもう
少し時間が必要と考えました。
　そこで2008年度は、従来のよ
うな提言という形にこだわらず、
次につなげるための論点の洗い
出しとして、2009年3月時点まで
の当委員会での議論を、活動報告
書として取りまとめることにし
ました。

　現在、世界的な金融危機・同時
不況によってグローバル化の流
れが止まっています。しかし、必
ず形を変えて再びグローバリゼー
ションの大きなうねりが起こり、
ますます広く世界に進展していく
と思います。私も経営を通してグ
ローバル化の重要性を体験してい
ますが、外需がなければ、内需は
強くなりません。内向きになって
はいけません。
　その意味で、2007年度の提言
で示した大きな方向性は変わっ

ていません。
　日本の金融機関のさらなる国際
競争力強化が、わが国の活性化に
つながるものと考えています。金
融関係者には優秀な人材が多く集
まっているので、ぜひその人たち
に活躍してもらいたい。世界の金
融界で、日本の金融サービスが大
きなプレゼンスを示してもらいた
い。この金融危機をチャンスとと
らえ、グローバル化に向けて進ん
でいってほしいと思います。
　アジアの金融・資本市場では、
欧米の金融機関が一度撤退、ある
いは投資を抑えている傾向が見ら
れます。そこに日本の金融機関が
参入できるチャンスがあります。
アジア地域は将来性があり、中
国・インドを中心に社会インフラ
整備のための資金需要が増えると
予想されています。そこに日本の
技術と資金を投入すれば、日本の
金融の成長にもつながります。ア
ジア市場で日本の金融機関がリー
ダーシップを取り、日本の技術・
金融を活用することでアジア経済
圏が繁栄していくことを願ってい
ます。

金融・資本市場委員会の報告書は
15-16ページに掲載

　2007年度、当委員会は「金融資
本市場活性化とプレイヤーへの
提言」を発表し、金融資本の国際
化と金融機関のグローバル展開を
通して、日本の金融サービスの活
性化を図ることを提起しました。
2008年度もその方向性を具体的
に推進していく予定でしたが、そ
こで直面したのが米国のサブプラ
イム問題に端を発した世界的な金
融危機でした。
　金融危機の予兆は2007年半ば
ごろから見られましたが、ここま
で全世界を巻き込むほどの規模
となり、実体経済に影響を及ぼす
とは予測できませんでした。今回
の金融危機を踏まえて、当委員会
は世界そして日本の金融の将来
についても議論を重ねました。し
かし、金融危機の原因からして、

「グローバル・インバランスの問
題」であるとか、「金融工学の暴
走」「規制緩和が危機を加速した」
など意見が割れ、リスク管理や倫
理観など、どこにフォーカスを当
てるかによってそれぞれの見解
が異なり、明解な因果関係の説明

“百年に一度”の危機を乗り越えて
金融機関のグローバルな活躍を期待
“百年に一度”の金融危機
分析などを報告書に

危機をチャンスととらえ
アジア市場でリーダーシップを
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